























































































































































受講意欲 (n=230) 14( 6.1) 13( 5.7) 65(28.3) 41(17.8) 49(21.3) 48(20.9) 











表２ 自殺予防に関する基礎知識の獲得状況 [( )内は%]  
 基礎知識の内容 (＊：誤った記述) n 正答 誤答 不明 
１ 日本の自殺率は世界で１・２位の高さを示している。＊ 230 41(17.8) 171(74.4) 18( 7.8) 
２ 男性は女性より自殺率が高い。 230 150(65.2) 60(26.1) 20( 8.7) 
３ 自殺をほのめかす人は実際には自殺しない。＊ 228 107(46.9) 102(44.7) 19( 8.3) 
４ 自殺の前に事故を繰り返す人がいる。 230 132(57.4) 67(29.1) 31(13.5) 
５ 日本では青少年が最も高い自殺率を示している。＊ 230 63(27.4) 153(66.5) 14( 6.1) 
６ 自殺はある日突然まったく何の前触れもなく起こることがほとんどである。＊ 230 110(47.8) 114(49.6) 6( 2.6) 
７ うつ病は自殺と強く関連している。 230 197(85.7) 26(11.3) 7( 3.0) 
８ うつ病には有効な治療法がある。 230 105(45.7) 110(47.8) 15( 6.5) 
９ 自殺の危険の高い人は常に抑うつ的である。＊ 229 90(39.3) 106(46.3) 33(14.4) 
10 いったん自殺の危険が過ぎたら，二度とそのような行為を繰り返すことはない。＊ 229 201(87.8) 21( 9.2) 7( 3.1) 
11 社会的に孤立している人は，そうでない人に比べて，自殺の危険が高い。 229 188(82.1) 31(13.5) 10( 4.4) 
12 自殺の流行現象などはない。単なる偶然の一致にすぎない。＊ 230 153(66.5) 63(27.4) 14( 6.1) 
13 身体的な訴えを繰り返す高齢者の中には自殺の危険が高い人がいる。 229 114(49.8) 86(37.6) 29(12.7) 
14 自殺した人のほとんどは生前に精神科治療を受けていた 
(精神科治療を受けていたにも関わらず自殺に至った)。＊ 
228 115(50.4) 91(39.9) 22( 9.6) 
15 実際に死ぬ危険が低い方法で自殺を図った人（手首を浅く切る，薬を数錠余
分に飲むなど）でも，その後，自殺によって生命を失う危険は高い。 









では8.3（SD=2.3）となり，t検定の結果，差は有意ではなかった(t (166)=－0.699 ，両側検定)。 
  
表３ 自殺予防に関する基礎知識の獲得手段 [( )内は%] 
基礎知識の獲得手段 選択数(複数選択) うち，中心的と 選択した者の数 
テレビ・雑誌・インターネット 175(42.7) 128(73.1) 
学校や大学での授業  81(19.8)  33(18.9) 
家族や友人  43(10.5)  4( 2.3) 
学校や大学の授業以外での講演会やセミナ  ー  33( 8.0)  7( 4.0) 
一般向けの図書  28( 6.8)  2( 1.1) 
専門的な図書や論文  16( 3.9)  1( 0.6) 
その他   6( 1.5)  0( 0.0) 
とくにない  28( 6.8) ――――― 

















任せるべきである 78(34.2) 51(22.4) 34(14.9) 49(21.5) 16( 7.0) 
自殺せずに生きていれば良いこと
がある 
117(51.3) 60(26.3) 18( 7.9) 15( 6.6) 18( 7.9) 
自殺は繰り返されるので，周囲の
人が止めることはできない 17( 7.5) 31(13.6) 28(12.3) 125(54.8) 27(11.8) 
自殺する人は，直前までやめるか
気持ちが揺れ動いている 

















表５ 自殺予防教育への受講意欲別に見た，自殺予防に関する基礎知識の正答者数 [(  )内は%] 
※Q１～15の番号は表２と対応している。 

























































































































































































































    20+↑ 
(14.6) 




















正答数 賛成 反対 わからない 
χ２（2）値 
p水準 









































正答数 賛成 反対 わからない 
χ２（2）値 
p水準 


























































表８－１ 基礎知識各項目の正誤から見た，「生死は最終的に本人に任せるべきである」との関連 [(  )内は%] 
基礎知識 知識の 正誤 賛成 反対 わからない 
χ2値 
p水準 
1  日本の自殺率は 
世界１・２位の高さ＊ 























































































































































































表８－２ 基礎知識各項目の正誤から見た，「自殺せずに生きていれば良いことがある」との関連 [(  )内は%] 
基礎知識 知識の正誤 賛成 反対 わからない χ
2値 
p水準 
1  日本の自殺率は 
世界１・２位の高さ＊ 

























































































































































































「自殺は繰り返されるので，周囲の人が止めることはできない」との関連 [(  )内は%] 
基礎知識 知識の正誤 賛成 反対 わからない χ
2値 
p水準 
1  日本の自殺率は 
世界１・２位の高さ＊ 























































































































































































「自殺する人は，直前までやめるか気持ちが揺れ動いている」との関連 [(  )内は%] 
基礎知識 知識の正誤 賛成 反対 わからない χ
2値 
p水準 
1  日本の自殺率は 
世界１・２位の高さ＊ 
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 Questionnaire research on suicide prevention education  
for university students: 
  The relationship between motivation, knowledge, and opinions  





This study aimed to explore suicide prevention education for university students provided by 
counseling services. Two hundred thirty-nine students were given questionnaires regarding 
motivation for learning and knowledge about suicide prevention, as well as their opinions about 
suicide. Results indicated that the three factors are inter-related in many ways and that 
approximately 10% of students do not have an opinion about suicide. These results suggest that 
step-by-step programs and use of the Internet in suicide prevention education should be considered. 
 
Key words: suicide prevention education, university students, student counseling services , 
questionnaire research  
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